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自動操舵装置の開発経緯
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自動操舵装置の出荷台数の推移

「農業用GNSSガイダンスシステム等出荷台数の推移」より引用
（2023.7.20 北海道農政部生産振興局技術普及課）

https://www.pref.hokkaido.lg.jp/ns/gjf/a0007/b0003/smart_guidance.html

北海道農政部が行った調査によれば、

【自動操舵システム】

R4年度の出荷台数(全国)は前年度を1,350台上回る
4,980台で、H20年度以降の累計出荷台数は22,970台
となりました。
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直進自動操舵補助装置「AG-GEAR3」

「みどりの食料システム戦略」技術カタログ～現在普及可能な新技術～水稲
https://www.maff.go.jp/j/kanbo/kankyo/seisaku/midori/attach/pdf/midori_catalog_rice.pdf
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直進自動操舵補助装置「AG-GEAR3」

自動操舵補助装置の普及促進を図る目的で、
内閣府のSIP（戦略的イノベーション創造プログラム）
で東京計器株式会社と共同研究（2015-2018）を実施。

開発コンセプト

①現有機に後付けできるもの

②本州以南での利用を想定し、50～60馬力のトラ
クタ向け

③価格を100万円以下に抑える
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直進自動操舵補助装置「AG-GEAR3」

2018年10月
に市販化

価格は
99.8万円(税抜)

直進自動操舵補助装置AG-GEAR3
東京計器(株)のウェブページより引用
https://www.tokyokeiki.jp/Portals/0/images
/products/pdf/sensor/aggear3_201810.pdf
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ご清聴ありがとうございました

農研機構ダイバーシティ

推進キャラクター「なろりん」
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